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1 はじめに
屋外環境において，周囲の風景や建造物などの景観を

観察する際，これらを昼間は視認できたとしても，夜間
では視認できない場合が存在する．このような場合，予
め撮影された昼間の映像と夜間にカメラを用いて撮影し
た映像を合成することで，夜間でも周囲の景観を把握で
きるような映像を作成することが出来ると考えられる．
そのために，昼間の映像と撮影された位置と角度を記

述したデータベースが存在すると仮定する．GPSと慣性
センサから取得した夜間撮影時のカメラの位置と角度を
参照し，得られたデータベースの映像を合成する．GPS

や慣性センサの誤差により，撮影者の近辺の景観では昼
間と夜間の映像の間に大きなズレが生じてしまう．
そこで，近辺の景観に関してはそのまま夜間の映像を

用い，昼間と夜間の映像合成は行わない．よって，本研
究では夜間の映像において，遠方の景観のみを昼間の映
像と合成することを目指す．

2 カメラの位置と角度の誤差を踏まえた映像の合成
方法
インターネット上に昼間の映像と撮影された位置と角

度を記述したデータベースが存在すると仮定する．GPS

と慣性センサを用いてカメラの位置と角度を取得し，デー
タベースに記述された位置と角度に最も近いと考えられ
る映像を取得する．
また，昼間と夜間の映像を合成した際，GPSと慣性セ

ンサによる誤差で，昼間と夜間の映像の間に幾何的なズ
レが生じてしまうといった問題がある．しかし，そのズ
レは映像中の近辺の景観と遠方の景観で大きく異なる．
例えば GPSによる誤差はおよそ 10mあり [1]，近辺の
景観はこの誤差によるズレの影響を大きく受ける．一方
で，遠方の景観は近辺の景観に比べるとこの誤差による
ズレの影響が小さいことが挙げられる．このことから，
誤差によるズレの影響の大きさから遠方の景観に対して
のみ合成をおこなうことが好ましいと考えられる．
また，慣性センサの角度による昼間と夜間の映像のズ

レは方位角の影響が一番大きいが，方位角の誤差は 5度
程度となっており [2]，5度であれば，遠方の景観に対す
るズレの影響は小さいと考えられる．

3 昼間と夜間の合成映像
夜間のカメラ映像中の遠方の景観に対しては，二章で

述べたように昼間の映像との合成をおこなう．また，基

図 1 昼間と夜間の映像合成の流れ

図 2 昼間と夜間の映像の合成図

本的にユーザの近辺は街灯などの照明により周囲が明
るくなっており，近辺の景観は十分視認できる明るさを
持っていると考えられる．よって，近辺の景観に対して
は，夜間の映像をそのまま用いる．
このようにして昼間の映像と夜間の映像を近辺と遠方

に分けて合成することで，幾何的なズレも許容出き，か
つ夜間でも周囲の景観を把握できる映像の作成ができる．
オフラインで作成したMR型夜間映像を図 2に示す．

今後はオンラインでリアルタイム処理をおこない，画像
処理を用いて近辺の景観と遠方の景観に領域分割をおこ
なっていく予定である．
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